
２０２０    第２学年 理科プリント 「地震のゆれかた」記入例 

              ２年  組  番 氏名 

地震 日本で起こった大きな地震 

関東大震災   1923，9，1   海溝型（プレート型）地震 M7.9 

阪神淡路大震災 1995，1，17 内陸型（直下型）地震   M7.3 

東日本大震災  2011，3，11 海溝型（プレート型）地震 M9.0 

地震の被害 

  建物の倒壊  土砂くずれ  ライフライン（電気・水道・ガス）の切断 

  火災   津波   液状化現象  土地の隆起、沈降 

 

地震の発生場所 

①（  震   源  ） 

  地震が発生した場所 

  ほとんど地下 

 

②（  震   央  ） 

  震源の真上の地点 

  地上 

 

地震のゆれかたを考えよう。 

 地震計の記録から          （ P ）波     （ S ）波 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 

② 

地震が発生した時刻 



ゆれ X（  初
しょ

 期
き

 微
び

 動
どう

 ）…初めに来る小さくこきざみなゆれ 

 

ゆれ Xをおこす波…P波 速い （縦波 最初に来る波 ） 

 

ゆれ Y（  主
しゅ

 要
よう

 動
どう

   ）…あとからくる大きなゆれ 

 

ゆれ Yをおこす波…S波 遅い （横波 次に来る波 ） 

 

地震波の速さを計算してみよう 

 A地点と B地点の距離の差は９０－６０＝３０ｋｍなので 

P波 A地点と B地点の時間差が５秒 ３０ｋｍ÷５秒＝６ｋｍ／ｓ 

S波 時間差が１０秒なので  ３０ｋｍ÷１０秒＝３ｋｍ／ｓ  

ゆれ Xが続く時間（ 初
しょ

 期
き

 微
び

 動
どう

 継
けい

 続
ぞく

 時
じ

 間
かん

 ） Ｐ－Ｓ時間 

  

 Ａ地点（ ６０ ｋｍ）の時間…（   １０   ）秒間 

 Ｂ地点（ ９０ ｋｍ）の時間…（   １５   ）秒間 

 Ｃ地点（ １２０ｋｍ）の時間…（   ２０   ）秒間 

 

・初期微動継続時間は震源からの距離に比例して長くなる 

 

考えてみよう。 

  震源からの距離が１５０ｋｍの地点では（  ２５  ）秒間になる 

 

地震のおこった時間を調べてみよう。→グラフのゆれをさかのぼってみよう。 

 

発生時刻は  （  ２０  ）時（  １０  ）分（  ４  ）秒 

 

地震のゆれの大きさ（  震
しん

  度
ど

  ）教科書 P220 表１ 

  その地点でのゆれの大きさ ０～７までの１０段階 

地震の規模（ マグニチュード ） 

  その地震そのものの規模（エネルギーの大きさ） 値が１大きいと３０倍 

No.1 


